
＃２６９「合否を分けるもの 」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第２２回です。 

 

そして１月、ついに８期生の受験が始まりました。これも毎年のことで

すが、TOP 生の受験は、１月前半の埼玉シリーズ、１月下旬の千葉シリ

ーズ、そして本命である２月の都内決戦へと進んでいきます。 

１月の入試は、３人にとって決して簡単なものではありませんでした。

一方で TOP 生が最も多くを学び、最も伸びるのもこの時期です。その成

長度、そして合否を左右するのは、「絶対に受かりたいという覚悟がある

か」この一事に尽きます。 

雙葉中を目指す双子のＳさんとＲさんは、受ける学校も全て同じで、受

験番号や席が連番ということもありました。それでも２人の結果は大き

く明暗が分かれました。 

初戦の栄東中は全員合格でしたが、ＲさんＳさんが東大クラス合格を果

たしたのに対し、Ｋさんは算数で平均を下回り、難関中クラスでの合格

に留まりました。 



受験に臨む前には「合格 10 箇条」という合格への心がまえを話し渡し

ます。2007 年から最難関受験を戦い、御三家・新御三家頂点校の合格

を輩出し続けている私たちには、受験本番の怖さ、１点の重さが身に染

みています。でも 12 歳の子どもたちは違います。なんとなく臨み、な

んとなく落ちてしまうことがないよう、本番で起こり得る多くの事例を

伝え、あらゆる事態を想定させます。 

 

しかし御三家前哨戦となる大舞台の浦和明の星中での受験では、Ｒさん

Ｓさんは受かり、Ｋさんは再現答案でも算数で 30 点足りないという大

破で合格を逃しました。順調に合格を積み重ねるＳさんに対し、Ｋさん

の勝負弱さは際立っていました。田宮はまたしてもＫさんに算数での出

しきらない姿勢、考えきらない姿勢を厳しく諭しました。思考戦を受け

て立たずに、絶対に難関中合格はできないんだと。そしてしつこく解説

し、研究分析させました。この田宮の粘りは並外れたものでした。 

明けの星の文系はすばらしい得点でしたが、Ｋさんの得点への覚悟の無

さは、じきに私も痛感することになりました。 

 

それは巻き返しを期して臨んだ、千葉御三家の東邦中入試でのことでし



た。 

毎年のことですが、私たちは入試を受けさせっぱなしにはしません。私

と田宮も全て問題を解き、ボーダーとなる合格最低点を予想します。そ

してＫさんの答案は、私たちの出した合格最低点に１点足りませんでし

た。たかが１点、されど１点です。懸案の算数ではボーダーを６点上回

る健闘を見せ、主砲の国語でも 12 点稼いでいました。ですがこの日は

理科で大きく穴を開けていました。社会も４点が足りず、持ち帰った問

題用紙をすみずみまで見ました。すると、合格したＳさんとはまるで対

照的な答案でした。2 人の対照性とは決答への粘りでした。同じ力でも

この有無で得点は大きく異なります。Ｓさんが問題文の意図にしがみつ

き、根底に流れる題意を汲み、調べ上げも全く厭わずにあらゆる思考の

過程を残したのに対し、Ｋさんの答案はあまりにも「キレイ」でした。

そしてこの思考や視覚化の粘りはずっと私たちが言い続けてきたことで

した。 

Ｓさんが１月を全勝で終えたのに対し、Ｋさんはこの大きなテーマを抱

え、１勝２敗で２月を迎えることとなりました。 

 

そしてもう１人の桜蔭を目指すＲさんも、容易い１月ではありませんで



した。 

 

（第２３回につづく） 

 

２０２４年１月１０日 

大井 雄之 

 


